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コロナ禍での新しい成人の形「第 2 章 現代版赤備え元服式 」を開催します。 

滋賀県にゆかりのある「井伊の赤備え」をテーマにファッション・ヘアを軸とし

た、歴史・文化・伝統を融合し、地域での模範となるべく「カッコいい大人」を標榜

し活動を行ってきました。我々が目指す「カッコいい大人」とは表に見えるファッシ

ョン・ヘアに見合うだけの立ち居振る舞い・言動・行動が備わっていることが必須で

あり「赤備え」活動を通じて「カッコいい大人」を洗練しております。 

 今回で 4 回目となる現代版赤備え元服式は、彦根市より後援を頂いております。昨

年度は、コロナ禍により彦根市が「市のイベントを中止する」との決定により元服式

を開催することができませんでした。 

  現代版赤備え元服式とは、現代版赤備え集団が宗安寺、玄宮楽々園にて、今年成

人を迎える 20 歳の青年に対して成人式をプロデュースする本人参加型イベントです。  

具体的には、赤備え集団の発信場所である

赤備え理容室で成人式用のスーツを一流スタ

イリストを招聘し、選んでもらい誂え、似合

うヘアーをスタイリング。 



カッコよく仕上がり儀式前には、大人に

必要な手水の作法を学びました。 

ここまで育ててくれた両親へ 

20 年間の感謝の言葉を伝えると共に、 

バラの花をプレゼント。 

 

宋安寺で成人の儀式を受けます。今年は浄土宗形

式です。一人ひとり聖水を頭に垂らして清めて頂きま

す。儀式後「カッコいい大人」として情報発信する写

真撮影です。途中、新聞社による取材を受け、滋賀か

ら生まれた新しい成人式の形である「元服式」成人 5

名が取材を受けました。 

 

 



玄宮園鵬翔台にて、成人 5 名が茶道の所作を学び

ました。 

 

 

 

 この一連の行為を元服の儀とします。これは、学校や会社では教えてもらえない

「教育」であると我々は考えています。 



 

 この活動を専属カメラマンがそのすべてを撮影します。赤備え集団が発信してい

る、新ファッション文化を 20 歳に継承するこの活動を、そして自分達の行動が後輩達

の手本となる様に粋な格好、行動をしてもらい、あぁなりたいと思われることを目的

とします。 

 コロナ禍での開催にあたり参加者名簿を作成し、朝の体温を記入平熱確認後、イベ

ントがはじまりました。適時のアル

コール消毒、各々がソーシャルディ

スタンスを心掛け、食事を設けず感

染機会をなるべく減らす取り組みで

行いました。 

 



11/14 中日新聞社様に元服式の記事が掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11/11 読売新聞社様に元服式の記事が掲載されました。 


